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あいさつからはじまる 

心のつながり 
 

最近のスーパーやコンビニで感じることがあります。 

レジはビニールシートでガードされ「いらっしゃいませ」「ありがとうございました」などの声も耳に

しません。静かな空間です。レシートはキャッシュトレーに置かれ,お客さん同士も距離を保ち,誰かが

咳をすれば,表情がくもる場面すら見てしまいます。 

 

人との会話が失われること,あいさつが失われること,今まで当たり前のように会話をし,あいさつを

していたことが懐かしくも感じます。同時に人との関わりがなくなることへの違和感や悲しさ,恐怖すら

感じてしまいました。 

あいさつ一つで心が明るくなる。あいさつで会話が始まり人と人がつながっていく。改めてその通り

だと感じることができています。 

新型コロナウイルス感染症と戦っている今だからこそ,あいさつの大切さを身にしみて感じることが

できました。みなさんはどうでしょうか？ 

「おはよう」 「こんにちは」 「さよなら」 「また明日」 

あいさつを交わすことのできる幸せを改めて感じ,考えることができました。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため,外出制限やスーパーなどでも人との関わりを減らさなく

てはいけない状況です。 

 

しかし,必ず笑顔であいさつができる日が来ます！今は心の中で大きな声で！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～笑顔であいさつをし合う 幸せな町 そして中学校へ～ 

 


